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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

平成23年度に実施した事務事業の実績を評価し、公表した。また、事務事業進行管理表の簡素化を行った。

改革改善

の考え方

①問題

点

・事務事業の精査が進んでいない。

②改革

提案

・気づき提案委員会による事務事業への提言を行う

120

総事業費①+② 1,073 0 3,204

人件費計（千円）② 1,073 3,204

0

正規職員所要時間 300 860

臨時職員所要時間

一般財源

その他

起債

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 0 0 0 0

25年度予算額 特定財源内訳、補足事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

１　平成23年度事務事業実績評価の実施（事務事業進行管理表の作成）

２　施策評価の実施（施策マネジメント会議の開催、部長会での評価の実

施）

３　評価結果の公表

４　施策枠配分方式による次年度の事業計画策定と予算編成の実施

５　行政評価システムの見直し【新】

６　気づき提案委員会による事務事業への提言【新】

１　評価を実施した事務事業数

２　評価を実施した施策数

３　実績評価を公表した事務事業

数、施策数

１ 　　　　825事業

２　　　　　42施策

３　　 　　616事業

　　　　　　42施策

追加

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

１　平成15年度から限られた財源を効果的に活用し、市民の信頼度が高い行政運営のために行政評価システムを構築してきた。

２　平成19年度からは、第５次基本構想・基本計画の政策施策の体系に基づいた施策評価及び事務事業評価を実施。その結果を公表す

ることで、市政の取組状況を明らかにしていくこととした。特に、PDSサイクルの視点で事業改革改善に取組み、計画と予算、組織を一連のも

のとしてマネジメントして行く仕組みを確立していくことで、施策や事務事業の成果を高め市民の信頼の確保を図る。

★この事業は、平成18年度まで行政評価システム導入事業としていたが、19年から運営事業へステップアップした。

★評価結果の市民一般への公表は本事業で実施。なお、市民委員による評価は「第５次基本構想基本計画推進委員会運営事業」で実

施。

★０予算事業

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

成果

指標

施策評価で事務事業の状況を「計画どおり」または「おお

むね計画通り」とした施策数

38 集計中 38 38

80 80

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

年次ごとに設定した事務事業の成果目標を達成できた割

合（成果目標を達成できた事務事業数／評価対象総事

務事業数　（％））

80

28年度見込み

政策施策の体系における施策数

42

意図（どういう状態

にするか）

①施策の目標に基づき設定する事務事業の成果目標が

達成できる

②事務事業の改革改善が図られる

事務事業数（概算数） 840向上させたい上位施

策の成果指標

市役所を信頼できると感じている市民の割合(％)

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） 施策及び事務事業

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 94 効率的、効果的な行財政運営

基本計画上

の位置づけ

政策 9 市民と共に進める行政経営

課等名 企画課 係等名 行政経営係

事業種別 政策 開始 15 終了

事務事業名

会計 一般会計

行政評価システム運営事業

94 事業№ 8 12平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 9 施策№


